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①事業社名及び代表者氏名

文丘建設株式会社 代表取締役　金山 信弘

②所在地

静岡県 浜松市 中央区 常光町730番地

③沿革

昭和31年11月創業

平成4年6月　㈱大村工務店から、文丘建設㈱に商号変更

平成5年6月　資本金　１，０００万円に増資

平成11年1月　浜松市東区常光町に本社事務所移転

平成13年5月　２，０００万円に増資

平成17年7月　新浜松市建設工事入札参加資格　土木一式工事A等級

④資本金

2,000万円

⑤事業活動内容

土木工事業・舗装工事業・管工事業・産業廃棄物収集運搬業・太陽光発電事業

⑥事業の規模 (令和5年度)

○売上高   

○従業員数 名

○敷地面積　  　本社（中央区常光町730番地）： ㎡

春野営業所（天竜区春野278-1）: ㎡

　　駐車場（中央区常光町741番地）： ㎡

　　 資材置場（中央区常光町681・684・685番地）： ㎡

            (中央区大人見町字原山3492番地)： ㎡

　　太陽光発電所　　(浜名区細江町気賀字別所8418番地・8419番1)： ㎡

⑦建設業許可

○ 【一般建設業許可】静岡県知事許可(般－2)第983号

有効期限　令和2年5月29日～令和7年5月28日

建設業の種類　建築工事業　造園工事業

○ 【特定建設業許可】静岡県知事許可(特－2）第983号

有効期限　令和2年5月29日～令和7年5月28日

建設業の種類　 土木工事業・とび，土工工事業・石工事業・管工事業・鋼構造物工事業・ほ装工事業・

　　　　　しゅんせつ工事業・ 塗装工事業・水道施設工事業・解体工事業

2,984.00

1,654.00

381.00

1,499.00

3,336.00

17

1．会社概要

2,337.79

798　百万円
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⑧産業廃棄物収集運搬業許可

○ 【産業廃棄物収集運搬許可】第02202104759号

有効期限　令和５年８月５日～令和１０年８月４日

産業廃棄物の種類　廃プラスチック類(石綿含有廃棄物を除く）・金属くず・ガラスくず・

　　　　コンクリートくず及び陶磁器くず(石綿含有廃棄物を除く）・

　　　　がれき類(石綿含有廃棄物を除く）・汚泥・紙くず・木くず・繊維くず

○ 保有車両 台

○ 収集運搬量

浜松　430　せ　2314

3ｔダンプ

浜松　483　い　2335

浜松　483　う　2334

浜松　430　せ　2311

浜松　430　そ　2313

浜松　430　さ　2333

2ｔダンプ

キャブオーバー

種類

浜松　130　さ　2303

浜松　483　い　2331

浜松　130　さ　2305

浜松　130　す　2310

浜松　483　う　2332

浜松　430　す　2312

浜松　430　す　23４0

浜松　483　あ　2339

軽ダンプ

浜松　130　さ　2307

10ｔダンプ

4ｔダンプ

車両ナンバー

浜松　430　さ　2337

浜松　130　さ　2308

1,119.7

浜松　483　え　2336

浜松　430　す　2338

22

がれき類

運搬量（t）

車両種類

浜松　130　そ　2301

浜松　130　さ　2304

浜松　130　さ　2306
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⑨太陽光発電事業

〇 太陽光発電

太陽光パネルを設置している。（事務所屋根・休憩所）

発電時に二酸化炭素をほとんど排出しないため、温暖化対策に貢献している。

太陽光発電量と太陽光発電による二酸化炭素の削減量↓ ※発電した電気は１００％売電

　　※削減量はhttp://taiyo-biz.jp/question/others/co2.phpより削減量”504.5ｇ-ＣＯ2/１ｋｗｈ”を使用して算出

　  　（ｇ-CＯ2→ｔ-CＯ2・・・発電量×504.5÷1,000,000）

↓常光事務所・休憩所　発電量

発電量合計

二酸化炭素削減量

↓細江太陽光発電所　発電量

発電量合計

二酸化炭素削減量

→１年間で合計 kWh発電

→１年間で合計 t-CＯ2削減！！

⑩環境保全関係の責任者及び担当連絡先

13.58

12月

12.42

5月

17.77

※二酸化炭素削減量
(t－Co2)

5,369

8月

27.73

1月

19,258

4月

25,544

26,230

月

1.83

22,142

9.72

1.91

7月

2.38

5月

※二酸化炭素削減量
(t－CＯ2)

13.23
※二酸化炭素削減量

(t－CＯ2)

12.89

35,216 27,377

2月

26,914

15.01

FAX:053-422-6076

16.43

責任者：鈴木 真由

月

29,75124,626 32,570

TEL:053-422-6075

31,553

月

9月

38,727

月

発電量（kWh)

発電量（kWh)

発電量（kWh)

2.813.14

発電量（kWh)

1月

19.54

6月

12月

6,225

2.24

3,792

2月

※二酸化炭素削減量
(t－Co2)

8月

3,692

4,722 3,630

4月3月

9月 11月7月

4,842

4,722

3,394

1.71 2.44 2.29 2.71

11.17

6月

4,549

2.38

54,956

4,443 5,576

10月

13.81

11月

1.86

10月

15.92

ｋWh

ｔ-CＯ2

339,908

171.48

ｋWh

ｔ-CＯ2

3月

394,864.00

199.21
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工事部 事務部

環境管理責任者

鈴木真由

本部長

二橋　明男

2.実施体制

代表取締役

金山 信弘

★代表取締役 ・環境活動全体に対する責任を持つ
・必要な人、もの、費用の投入
・環境活動の評価と見直し
・経営における課題とチャンスの明確化

★環境管理責任者 ・環境経営システム全般の運用管理、目標・計画の作成

★事務局 ・負荷データの集計、目標・計画の進捗管理
・環境管理責任者への取組状況の報告 他

★工事部 ・環境を考慮した活動を行う
（車両の燃費を考慮した運転，環境を考慮した施工を行う 等）

★事務部 ・環境を考慮した活動を行う
（パソコンの省電力化，コピー用紙の無駄削減 等）
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2．二酸化炭素排出量削減に努めます

1．環境に配慮した施工やグリーン購入の推進に努めます

3．環境経営方針

全従業員に環境方針を周知徹底させ、
全員参加で環境保全に努めます！！

5.水などの資源を大切に使います

6.環境関連の法規制を遵守します

　↓↓基本理念↓↓
弊社は土木・舗装・水道管工事等において、自然にやさしい施工方法を

取り入れ、環境保全に配慮した業務を行います。

3.エネルギー使用量削減とコスト削減に努めます

7.環境経営の継続的改善に努めます

平成29年10月15日　制定
令和2年12月26日　改定

文丘建設株式会社
代表取締役　金山 信弘

4.廃棄物の削減・再資源化を推進します
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　※二酸化炭素排出量の算出にはR3年度の中部電力ミライズ㈱の調整後の排出係数の0.388kｇ-Ｃｏ2/ｋＷｈを用いました。

　※二酸化炭素排出量の算出にはR3年度の中部電力ミライズ㈱の調整後の排出係数の0.388kｇ-Ｃｏ2/ｋＷｈを用いました。

ガソリン(ℓ)

39,932

-1.5%

軽油

-2.5%

ガソリン

目標値

R5年度
R5.6月1日～R6.5月31日

19,791

11,787

12.0

水使用量(m3)

軽油(ℓ)

コピー用紙使用量(枚)

ガソリン

5.7
+1.5%

113

水使用量(m3)

軽油

100.0%

再資源化率

100.0%
産業廃棄物

283

再資源化率 再資源化率

100.0%

-2.0%-1.5%

100.0%

138,372

R4年度

再資源化率

112

-1.0%

136,988

↓環境目標(運用期間)↓

4.環境経営目標

目標→

5.7

19,593

ガソリン

40,335

-1.0%

138,032

環境にやさしい施工方法の提案を心がけ、実行する。
環境を配慮した工法で施工する工事件数を

元請負工事件数の8割を目指す。

-1.0%

目標削減率

12.1

二酸化炭素排出量(kg－CO2)

113

基準値
目標項目

5.8

-1.0%

目標→ 資機材の再利用、再生可能材料の購入

11,787

280

再資源化率

138,372

施工方法

グリーン購入

283.0 -1.0%

11,669

-1.0%

100.0%

-1.0%

軽油

コピー用紙使用量(枚)

産業廃棄物

ガス(ｋｇ)

内訳

燃費（km/ℓ） +1.0%

グリーン購入

施工方法
環境にやさしい施工方法の提案を心がけ、実行する。

環境を配慮した工法で施工する工事件数を
元請負工事件数の８割を目指す。

R8年度

目標削減率(％)

R6年度

基準値

目標→

R4年度 R7年度

100.0%

139,427

電力(kWh) 19,791

ガソリン(ℓ)

目標項目

軽油(ℓ)

↓環境目標(中長期)↓

-2.5%

-2.5%

-2.0%

-1.5%二酸化炭素排出量(kg－CO2) 139,427

燃費（ℓ/km）

-2.5%

内訳 40,335 -2.0%

-1.5%

-1.5% -2.0%

12.0

-2.5%

-1.5%

再資源化率

-2.0%

-2.5%

電力(kWh) -1.5%

ガス(ｍ3)

+2.0% +2.5%

-2.5%

目標→

-2.0%

資機材の再利用、再生可能材料の購入

-2.0%
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↓環境活動計画表↓

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

ミスコピーの削減
（印刷前プレビュー確認）

環
境
へ
の
配
慮

目的

建設機械等、作業を停止するときは
エンジンを停止する

　環境にやさしい施工方法の提案を心がけ、
　実行する(騒音・水質汚濁・大気汚染を
　できる限り抑えた施工)

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

パソコン・コピー機などのOA機器は、
省電力に努める

空調の温度設定の徹底
（夏：２６℃　　冬：２2℃）

施工法

水質
汚濁
防止

産業廃棄物
(再資源化)

削減

水質汚濁防止を推進する

上水 節水
手洗い場やトイレ等に節水を呼び掛ける
表示をし、全員が日常的に水の使用量を

削減する

掲示板に環境計画を貼り出す

職場内

　アクセル：ふんわりアクセル
　ブレーキ：エンジンブレーキの活用　等
　アクセルやブレーキの踏み方に注意して燃費量が
　多くなるよう努める

燃料消費の少ない運搬経路や
資材搬入経路を検討し、採用する

使用していない空調の停止

お湯は必要最低限で使う

鈴木

車内エアコンの温度調整

エコドライブ(急加速や空ぶかしの排除、
駐停車中のエンジン停止等)の実施

職場内会議を定期的に行う

二橋

再資源化を推進している会社に
処分を委託する

節
水

・

水
質
汚
濁
防
止

環
境

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ｰ

シ
ョ

ン

建設機械等、点検・整備を定期的に行う

社長

二橋

担当者

　施工にあたって使用する資機材を繰り返し
　使用したり、新たに購入する材料は
　再生可能な物を積極的に選択する

区分

5.環境経営計画

廃
棄
物
の
削
減
・

再
資
源
化

ガソリン
・

軽油

電力

グリーン
購入

月

コピー用紙の両面使用

岡本

鈴木

鈴木

鈴木

二橋

鈴木

鈴木

二橋

鈴木

二橋

岡本

岡本

←　毎月月末　→

不要な照明の消灯

活動内容

ガス
現場で使用する際は、使い過ぎに注意する 二橋

社長

岡本

鈴木

河川・水路

←　毎月10日　→

コピー用紙
(削減)

燃費

鈴木
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　※二酸化炭素排出量の算出にはR3年度の中部電力ミライズ㈱の調整後の排出係数の0.388kｇ-Ｃｏ2/ｋＷｈを用いました。

　　※燃費は全車両の平均値 　　※達成率＝目標値÷実績値

20 件 23 件

※達成率目標値

↓環境目標の実績↓

施工方法

排出量（ｔ）

○ガソリン(ℓ)

軽油 ガソリン

11,787

40,335

二酸化炭素排出量(kg-CO2)

廃棄物の種類

5.7

軽油

軽油(ℓ)

コピー用紙使用量(枚) 136,988

グリーン購入

目標

実績

汚泥

軽油

109%

107%

実績

ガソリン：△
軽油：×

123%

19,818 99%

ガソリンガソリン

6.環 境 経 営 目 標 の 実 績・評 価 と 次 回 目 標

ガソリン

100%

環境にやさしい施工方法の提案を心がけ、実行する。
環境を配慮した工法で施工する工事件数を

元請負工事件数の８割を目指す。

水使用量(m3)

実績値 ※達成度

118%

目標項目

283 280

32,371

Coがら

127,003

12.1

39,932

内訳

138,372

ガス(ｋｇ) 112

燃費(km/ℓ)

産業廃棄物

再資源化率

5.812.0

電力(kWh) 19,593

目標

139,427

R4年度 R5年度　　R5.6月1日～R6.5月31日

△

/

100%

2,305

129%

100% 100%

83

As・Coがら

87%11.4 5.0 94%

◎

○

12

○

108%

環境に配慮した施工方法での施工に努め、目標件数を達成した

◎

◎

資機材の再利用、再生可能材料の購入

138,032 116,893

◎

軽油

113

11,669 10,952

97 115%

基準値

19,791

※達成度・・・達成率により、右記評価をしています。　◎：110％以上 　○：100％～109％　△：90％～99％　×：89％以下

217

再生可能な材料を購入したり、
新たな資機材購入時には現場で使いまわせるよう工夫した

21,129 23,201

35,065

22,873 20,727 20,932 19,791 19,818

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

電力使用量（ｋＷｈ）

14,167

10,884
12,911

11,024
12,757 12,146 11,787 10,952

0

5,000

10,000

15,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

ガソリン使用量（ℓ）

69,472

49,525 53,161
66,326

77,940
66,332

40,335
32,371

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

軽油使用量（ℓ）

73

45
59

94

56

104
82 92

0

50

100

150

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

ガス使用量（ｋｇ）

134,625 133,417
111,182

135,186

167,494

123,945
138,372 127,003

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

コピー用紙使用量（枚）

181
152 163

187 176 172 167 169

0

50

100

150

200

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

水使用量（ｍ３）

225,613

166,557
186,565

210,963
240,839 253,424

141,287
116892.62

0

100,000

200,000

300,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

二酸化炭素排出量（ｋｇ-ＣＯ２）

9.0 9.1

12.0

6.3 6.2 5.7
0

5

10

15

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

燃費（ｋｍ/ℓ）

ガソリン車両燃費

軽油車両燃
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その他弊社の環境にかかわる活動☆彡

↓ゴミの分別の徹底 ↓水・ガスの節約を呼びかける表示

↓保安機材にはソーラー機能付きのものを選定

空調の設定温度の注意書き→
↓環境方針の掲示

↓節電を呼びかける表示

↓朝礼の様子

その他・・・
☆FAXのPDF化
☆ミスコピーの裏紙利用
☆LED電灯の設置
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↓評価と次回取り組み↓

　○：よくできた　　△：まあまあできた　　×：できなかった

　エコドライブの実施
　(急加速や空ぶかしの排除、

　　駐停車中のエンジン停止等)

区分

環
境
へ
の
配
慮

〇

水質汚濁防止を推進する 継続

目的

岡本

鈴木

継続

建設機械等、点検・整備を定期的に行う

お湯は必要最低限で使う

継続

〇

継続

環境にやさしい施工方法の提案を心がけ、
実行する
(騒音・水質汚濁・大気汚染をできる限り
抑えた施工)

〇

〇

職場内会議を定期的に行う

継続

ガソリン
・

軽油

環
境

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ｰ

シ
ョ

ン

廃
棄
物
の

削
減
・

再
資
源
化

施工方法

〇

〇

〇

継続

〇

継続

コピー用紙
(削減)

掲示板に環境計画を貼り出す

継続

〇

削減

燃料消費の少ない運搬経路や
資材搬入経路を検討し、採用する

使用していない空調の停止

評価・・・

グリーン購入

コピー用紙の両面使用

上水

継続 二橋

継続

〇

継続

△

河川・水路

手洗い場やトイレ等に節水を
呼び掛ける表示をし、

全員が日常的に水の使用量を削減する

産業廃棄物
(再資源化）

〇

再資源化を推進している会社に処分を委託する

〇

ミスコピーの削減
（印刷前プレビュー確認）

節
水

・

水
質
汚
濁
防
止

節水

水質汚濁
防止

継続

車内エアコンの温度調整

継続

〇

鈴木

岡本

鈴木

社長

〇

〇

岡本

継続

職場内

電力

〇

〇 継続

不要な照明の消灯

継続

〇

評価日：令和6年6月1日

継続

次回取組評価
(〇△×)

評価
担当者

エコモードに設定する

継続

鈴木

鈴木

社長

鈴木

二橋

鈴木

二橋

二橋

鈴木

鈴木

岡本

燃費

　アクセル：ふんわりアクセル
　ブレーキ：エンジンブレーキの活用　等
　アクセルやブレーキの踏み方に注意して燃費量が
　多くなるよう努める

活動内容

空調の温度設定の徹底
（夏：２6℃　　冬：２２℃）

ガス

現場で使用する際は、使い過ぎに注意する 〇 継続

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減

資機材の再利用、再生可能材料の購入

二橋

継続

二橋

建設機械等、作業を停止するときはエンジンを
停止する

〇

パソコン・コピー機などのOA機器は、
省電力に努める
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☆環境関連法規の遵守状況☆

　　適用される環境関連法規の遵守状況を確認しましたが、違反はありませんでした。

☆違反・訴訟等の有無☆
　　関係機関からの指摘や訴訟は過去3年間ありませんでした。

〇

特定建設作業の届出

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

〇

〇

第18条

産業廃棄物の自己処理

建設工事に係る資材の
再資源化等に
関する法律 第16条

〇

〇

〇

マニフェストの管理、保管(5年間）

〇

運搬 〇

マニフェスト交付状況の報告(年1回）

〇

マニフェストの交付

〇
水道法

水道施設工事の許可

一般社団法人静岡県生活科学検査センターにより年1回定期点検をする

浄化槽の定期点検及び清掃の実施第10条

第11条

第6条

浄化槽法

循環型社会
形成推進基本法

空調機器の簡易点検（３ヶ月に１度）

第12条

廃棄物発生の抑制、循環資源の循環的利用・処理

有資格技術者の設置

第41条

第5条地球温暖化対策推進法 温室効果ガスの抑制処置

フロン排出抑制法

〇

第6条

第11条

〇

　産業廃棄物の適正な処理に関する教育を行う

国等による環境物品等の
調達の推進等に関する法律

浜松市
環境基本条例

第5条

建設業法

処理業者との契約の締結(委託契約書)

産業廃棄物運搬終了後10日以内に排出事業者へマニフェストを返却する

第14条

〇

市が実施する環境の保全及び創造に関する施策に協力する

〇

〇

〇

第12条

 　多量排出業者は処理等に関する計画及び実績を浜松市長に報告する

再資源化に関する書面の交付

適用内容・遵守事項

確認日：令和6年6月1日　　確認者：鈴木

静岡県廃棄物処理及び清掃に
関する法律施行細則

環境物品の購入

第14条

第11条

産業廃棄物収集運搬業の実績報告第22条

発注者への再資源化等の完了報告

排出
産業廃棄物中間処理終了後90日以内にマニフェストでの終了報告がされたか、

もしくは産業廃棄物最終処分終了後180日以内にマニフェストでの
終了報告がされたか確認する。

国土交通大臣に対する一般建設業許可の申請

法令・条例等

浜松市
産業廃棄物の
適正な処理に
関する条例

主任技術者の設置

建設資材廃棄物の発生抑制、再資源化により得られた建設資材の使用の推進

産業廃棄物収集運搬業許可

産業廃棄物の委託処理

事業活動が環境に与える影響を認識し、公害の防止、環境への負荷の低減等環境の保全及び
創造に関することに必要な措置を積極的に行う

第12条

第25条

第5条

第3条

廃棄物の保管場所に60ｃｍ×60ｃｍの表示をする

自らの責任においての廃棄物の適正処理

騒音規制法

再資源化の実施義務

第3条

7. 環 境 関 連 法 規 へ の 違 反 訴 訟 の 有 無

第10条 　処理が適切に行われているか実地に確認する

〇

〇

〇

　市が実施する産業廃棄物の適正な処理の促進に係る施策に協力する

〇

〇

第4条
・

第5条

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

対象工事
なし

〇

〇

遵守状況

13



環境活動内容

環境経営方針

レ

レ

レ

チェック

環境経営目標の達成状況も全体的に良好との結果となりました。
取組が定着してきたものと評価します。

車両の燃料に関しては、数値の良い車両・悪い車両の走り方等を比較したり、エコ運転を心がけ使用
量を減らしてもっと頑張っていきましょう。
自然環境やそこで暮らしている人々に十分な配慮をし、影響する負荷を最小限に抑えるために努力を
継続しましょう。

今後も社員一丸となって目標達成への活動を続けていきます。

令和6年10月11日
文丘建設株式会社　代表取締役　金山　信弘

☞
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価

レ

環境経営計画及び取組実施状況

外部コミュニケ―ション

環境経営目標及び目標達成状況

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

変更の必要性

環境経営目標・計画

取引先、業界、関係行政機関、その他の外部動向

✓実施体制

✔

✓

✓

エコアクション21文書

確認事項

外部コミュニケーション・対応記録

見直し項目

レ

レ

8. 代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価 と 見 直 し

✔

有 ”有”の場合の指示事項など無

レ 問題点の是正・予防措置の実施
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